










 地上デジタル放送は 2003年 12月に三大都市圏から始まり、2006年 4月からは新潟県でも
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調査年月 アンケート数 回答者数 回答率
2005年９月 529名 166名 31.4％
2006年１月 534名 128名 24.0％
2007年１月 523名 140名 26.8％
2009年１月 515名 158名 30.7％
2010年１月 537名 210名 39.1％
2011年１月 561名 214名 38.1％
3．画像品質
 地上デジタル放送の画像品質の向上は、大きな目的の一つである。解像度はアナログ放送での








そこで、正常に映像が得られる場合を 5、霜降り状態を 3、映像が全く得られない状態を 1とし
た。アナログ放送の場合、使用電波は 1～ 3チャンネル（90～ 108MHz帯）、4～ 12チャン












 アナログ放送のアンケートは、地上デジタル放送開始前の 2005年 9月、2006年 1月の調査
結果を用いた。この調査結果には装置の不良および主観が入るため、その部分も含まれているこ
とを考慮する必要がある。
 図 1はアナログ放送での NHK総合の受信状況を示す。大部分の家庭は VHF帯で受信してい
たと考えられる。84％（233名）が level 5としており、多少乱れる level 4が 12％、雪が降っ
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level 1の 1件のみである。図 3はアナログ放送での Tenyの受信状況を示す。UHF帯のアナロ
グ放送である。弥彦山での中継塔が NHKに近いことでこの放送局を選んだ。79％（215名）が





の場合新潟県全体での lebel 4以下は 16％であるのに対し、新潟市での level 4以下は 14％弱で
あり、県の全体平均よりも低い。放送塔のある弥彦山に近いことを考慮すれば妥当な値と考えら
れる。図 5は 2010年 2011年の NHK総合デジタル放送の受信状況をマップ化したものである。
図 4と同様に正常に見られる level 5を○、何らかの異常があった level 4以下を●で示した。●































□ BSアナログ放送　　　　□ BSデジタル放送　　　　　□ CS放送
□ケーブルテレビ放送　　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
 図 8、図 9はアンケートのテレビ放送受信方式についての分布を示す。
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